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た
と
さ
れ
る
場
所
が
、
南
島
原
市
口
之
津
町

を
流
れ
る
小
さ
な
川
で
す
。
右
衛
門
作
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
ち
な
ん
で
「
与
茂
作
川
」
と
名

付
け
ら
れ
た
こ
の
川
は
、
か
つ
て
は
ホ
タ
ル

が
舞
う
清
流
で
し
た
。
そ
の
後
、
河
川
改
修

等
に
よ
っ
て
自
然
環
境
が
変
化
し
、
往
時
の

姿
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
約
４
０
０

年
前
に
右
衛
門
作
が
筆
を
洗
っ
た
清
流
は
、

約
２
０
０
万
年
前
に
こ
こ
を
流
れ
て
い
た
川

の
中
や
、
そ
の
河
口
に
た
ま
っ
た
地
層
の
間

か
ら
、
今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
静
か
に
湧
き

続
け
て
い
ま
す
。

　
１
６
３
７
年
に
勃
発
し
た
「
島
原
・
天
草

一
揆
」
は
、
原
城
に
立
て
こ
も
っ
た
一
揆
軍

が
80
日
間
以
上
も
幕
府
軍
と
戦
い
続
け
た
の

ち
、
内
通
者
一
人
を
除
く
全
員
が
命
を
落
と

す
、
と
い
う
結
末
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
一

揆
を
き
っ
か
け
に
、
徳
川
幕
府
は
海
外
諸
国

と
の
外
交
関
係
を
統
制
し
、
国
内
の
統
治
制

度
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
近
代
政
治
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
一
揆
の
中
で
、
唯
一
生
き

残
っ
た
内
通
者
が
、
山
田
右え

も

さ

く

衛
門
作
と
呼
ば

れ
る
絵
師
で
し
た
。
有
馬
家
の
家
臣
だ
っ
た

右
衛
門
作
は
、「
島
原
・
天
草
一
揆
」
の
際

に
「
天
草
四
郎
陣
中
旗
」
を
描
き
、
一
揆
軍

の
連
携
強
化
と
気
運
の
醸
成
に
貢
献
し
ま
し

た
。
内
通
の
発
覚
後
、
一
揆
軍
に
軟
禁
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
を
幕
府
軍
に
救
出
さ
れ
た
右

衛
門
作
は
、
そ
の
後
江
戸
に
上
り
、
放
火
犯

ポ
ス
タ
ー
を
描
い
た
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
目

明
し
を
し
て
い
た
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
生
涯
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
右
衛
門
作
が
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち

に
拾
わ
せ
た
ク
ル
ミ
か
ら
と
っ
た
油
を
用
い

て
南
蛮
画
を
描
く
際
に
、
自
ら
の
筆
を
洗
っ

与よ

茂も

作さ
く

川が
わ

26

絵
師
が
筆
を
洗
う
名
水
が
湧
く
場
所

第３４回「ジオ空
ぞ ら

教室」
島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらをつくりだしたジオの魅力を、
その道のプロが毎回たのしく紹介します。ふるってご参加ください！

▶と　き　９月 28 日（土）　９時～ 11 時 30 分（受付：８時 30 分）
▶集合場所　株式会社長

ちょうゆうけん
有研（南島原市口之津町丙 2862-1）　※駐車場あり

▶講　師　森
もり

　輝
てるたか

隆 氏（口之津歴史民俗資料館　館長）
▶題　目　「あの山登れるの！？　愛

あ た ご や ま
宕山制覇」

▶内　容　地元の人でさえも登れることを知らない人が多い愛宕山。
　　　　　その愛宕山の歴史について登山を通してお話しします
▶参加料　無料　
▶定　員　20 人
▶申込期限　９月 25 日（水）
▶申込方法　氏名、住所、性別、生年月日を記入のうえメール（info@unzen-geopark.jp）で
　　　　　　申し込んでください（電話での申し込みもできます）

与茂作川は口加高校グローカルコース環境班の生
徒達が、この地域の自然環境とその復元をテーマ
に研究を続けています（口加高校　提供）


